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研究成果概要 
 次世代ニュートリノ検出器計画「ハイパーカミオカンデ」で十分な高性能化をもたら

す新型光電子増倍管の低バックグラウンド化を達成し、大量製造の準備が整った。 
 
 ２０１８年にスーパーカミオカンデのタンク内に取り付けられた、１００本以上のハ

イパーカミオカンデ用新型光電子増倍管を１年間安定動作させた。ノイズ計数レートが

5.4±0.5 kHz まで低減していることが分かり、従来のスーパーカミオカンデ光電子増倍

管のレートに大きく近付いた。 
新型光電子増倍管のガラス品質改善に大きな進展があり、ウラン・トリウム系列の放

射線量をおおよそ半減させた。また、不純物混入を抑えられ、ガラスの透過率が上がっ

たこともあり、量子効率が向上した。これらに起因する発光バックグラウンドを抑えら

れたことを確認した。また、水中への放射性ラドン放出量について調査し、使用される

ケーブルの素材に原因があることを突き止め、改良開発を始めた。改良した光電子増倍

管１０本を冷暗所に設置し、ノイズ計数レートの最終評価を行っている。 
また、これら光検出器を取り付ける架構フレームのモックアップを製作し、実際に取

り付け等の設計確認試験を行った。爆縮連鎖を抑止する樹脂製カバーや集光装置の開発

と試作も進んだ。 
 他社製品の候補として、中国製のマイクロチャンネルプレートを用いた新型光電子増

倍管も大幅に改良できた。耐水圧性能は最弱部の補強に成功して 1.25 MPa水圧まで耐

え、時間分解能は半値全幅で 5ナノ秒に達した。ノイズ計数レートも大きく改善され、

実用性に対する評価が進んでいる。 
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